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明けましておめでとうございます。

昨年中は格別のお引き立てを賜り誠にありがとうございました。本年もどうぞよろしく

お願い申し上げます。

昨年の日本経済は活発な設備投資や個人消費の高水酎こより引き続き好調に推移しました

が湾岸危機発生後の高金利政策に株をはじめとしたバブルが消え、漸く変化の兆しを見せ

るようになってきました。いざなぎ景気の57ケ月をはたして上回るかどうか今の勢いが

続ば長寿好風気の新記酎こなるそうですが微妙な処にきております。その頃までは何とか

持ちそうな感じがするのですが、湾岸問題がどう展開するかでかわりますので何とも言え

ません。しかし10咋位の大きいトレンドでみた場合、日本桂折はまだ好調を持続すると

みてよく木年後半多少下降線を辿るとみられますが深刻な不況がくるような下降ではなく

、次の飛躍のために腰をおとすと比喩できるものではないかと思います。人手不足は慢性

症状であり、私共の取り扱う商品は重く体の汚れるもので3Kに入る商品ですから仲々人

材確保は容易でありません。人材難時代を克服するためにしなければならぬ課題が山積し

ておりただ手を桝ねいているわけにも参りません。私達は本年も精一杯頑張りますので本

年も何卒御指導ご鞭漣を賜りますよう伏してお願い申し上げ新年のご挨拶にかえさせてい

ただきます。

☆1　月　の魁⊇基彗毎吏廷イ直iま　3　8　1　円でづ一

昨年12月の電気銅建値は1～20日370円．21～31日380円で推移し平均銅価

は373円でした。本年1月の建値は390円でスタートしました。従って1月の魁基準

建値は（3731－390）÷2＝381円50銭となり円未満切捨て381円となります

。価格澤は前月同様350円超400円以下の欄で変わりません。
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発行　3年　2月　4日

1月17日に始まった汚岸戦争は当初の予想と違って長期化の様相を示してきました。中

近東は私達には石油を除いて余り詳しいことを知る機会も少なく縁遠い存在でしたが、こ

こ暫らくは湾岸戦争のニュースが多いので中近東の国名や地図も頭に入り私達との距離も

少々近くなりました。しかしイスラエル，パレスチナ人，石油等紛争の踵が山積しそれが

米ソ間題とも深くかかわっていると聞きますとあまりにも複雑でわかりにくく湾岸戦争が

今後どうなるのか、またこの戦争が何らかの形で収拾されたあと中近東はどうなっていく

のか等という問題になりますとまったく判らないところです。少しでも歴史的背景も知り

たいと思い本屋の店頭に近頃たくさん並ぶようになった中近東関係の本を買って読んでみ

ました。それですべてが判るほど単純なことではありません。むしろ益々混迷して判りに

くくなってしまったとさえ言えます．クェートは四国と同じ位の面積で国名と首府名が一

緒でクェート国マイナスクェート市イコールゼロという生活実感のする都市国家的な（例

えばシンガポールのような）国ですが、ゼロというのは実は砂漠で砂漠の下には世界有数

の石油が眠っているわけで別名石油の上に浮かぶ国といわれる由縁です。クェートを含め

中近東一帯は北アフリカを含めオスマントルコ帝国が支西己していた処ですが19世紀末に

イギリスがインドへの道を確保するためクェートの現在の首長であるサパーハ家をそその

かして独立させ英国の保護領にしたのがこの国の生まれであります。油田の発見はそう古

いことでなく1938年頃ですが、これがサウジアラビア，イラクにつぐ大規模な油田で

あることから石油生産をめぐる利害と利権協定による様々な紛争を生むことになっていき

ます。第二次大戦後は中近東一帯に於ける英仏の支配力が後退し米ソの影響が強くなって

きます。アラブ民族の独立意識，パレスチナ人間題，米国の後押しをうけたイスラエルの

領土問題等もからみレバノン内戦やイランイラク戦争等さまざまな紛争が続いてきたこと

は皆様もご承知の通りであります。新デタントの時代がきてイラクは一夜にして武力でク

ェートを自国の領土としてしまいました。国運は之を無効とし原状復帰を決議しました。

イラクのアラブ民族独立勢力が強大になっていくことを抑え更なる侵略を防ぐためアメリ

カが多国籍軍編成の中心となって河岸戦争が始まりました。いずれこの戦いは終止符を打

つときがきましょうがそれでこの中近東をめぐる紛争が解決するものではありません。中

近東に住む民族の民族運動のチャンピオンとしてのフセイン人気は非常に強く、反面宗教

や人種の異なるイスラエルの覇権主義への反発、地下資源は神に属し私的所有権の対象に

ならないイスラェル教理等、現実との矛盾が中近東を揺るがす原動力として今後も様々な

問題を惹起してくると考えられます。
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第二次世界大戦に於ける戦争の悲惨さを味わった日本人も戦後45年をへて少なくなって

きていますが今日の平和と繁栄が何によって語らされてきたかをよく考えてみる絶好の機

会のように思います。安保タダ乗りとか平和を金で買うとかいろいろ言われています。も

うけた金でゼイタクをしていると非難をうけないように世界の平和のために日本人みんな

が考え行動する必要がせまられているのではないでしょうか。

今日は立春です。

暦の上では春になりましたがまだまだ風も冷たく厳しい寒さが続きます。皆様のご健康を

お祈り申し上げます。

☆2　月　の魁基準建イ直は　3　6　8　円　／　kgです

1月の電気銅建値は4～15日390円，16～21日380軋　22～24日370円

・25～31日360円で平均銅価は376円84銭でした。12月の平均銅価は373

円でしたので平均銅価は前月より約4円の値上がりです。2月の電気銅建値は360円据

え置きでスタートしましたので従って2月の魁基準建値は（376．84＋360）÷2

＝368円42銭となり円未満切捨て368円となります。価格帯は前月同様350円超

400円以下の欄で変わりありません。
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発行　3年　3月　1日

賢妻二二
日の出が少しづつ早くなってきました。いまごろは1日に2分づっ日中時間が良くなって

いくそうです。関西では菅からお水取りがすむまでは春は来ないと言われていますが奈良

の東大寺では修二会の行事がはじまり12日にはクライマックスのお水取りが行なわれま

す。百花の魁といわれる梅はどこも満開で南国からは菜の花や、えんどうの花が満開との

便りが届いています。ここ数日は今冬で一番きびしい寒い日が続きましたが、春はもうす

ぐそこにきています。丁度1年前の魁ニュースで財テクぱやりのこと、土地投機や株式投

資の異常なことに触れましたが一年たった今、様子は大きく変わりました。連日不動産投

資で資金ぐりに詰まった会社の倒産が報じられ、不動産価格も大幅に下落しております。

株価は多少戻しておりますが、この勢いが持続するとは考えられません。汗をかかずにア

ラ稼ぎをすることにとがめがあるのは当然で、そんなことを奨励してきた銀行にそのトバ

ツチリが来ているのも又当然のことです。本業で収益をあげるため努力することが繁栄へ

の本道であることを銘記しなければなりません。日本の今日の繁栄の源泉を見失ってしま

っては我が国の今後も樋めて危ないものであります。理工系を卒業した学生が金融機閲や

サービス産業に就職する傾向が年々強くなってきていましたが、こんな現象は日本の将来

を思う時困ったものと嘆かずにはおれません。新技術の開発や基礎研究に人材が来なくな

っては国力の低下は避けられません。物づくりや研究開発が重視され評価されるようにな

り人材もおのずと集まるようになってこそ、日本の将来も明るいと言えますがはたしてそ

のようなことになっていきますでしょうか心配です。

☆　3　月　の鬼注基準建イ直iま　3　7　2　円　／　kgです

2月の電気銅建値は1～18日360円，19～28日370円で平均銅価は364円2

1銭でした。3月の電気銅建値は380円でスタートしました。従って3月の魁基準建値

は（364・21＋380）÷2＝372円10銭で円未満切捨て372円となります。

魁価格澤は前月同様350円通400円以下の価格蹄で変わりません。

☆米産封司大手　2　社の斜可相場予孤IJ

米AMM紙が全米の嗣関係者を招いて開催したカバー・フォーラムでフエルブスドッジ社

とマグマ・カバー社はともに今年の銅相場は1ドル台を堅持できると予測しました。それ

によるとフェルブスドッジ社は「銅相場が1ドル台を維持できるというのは多くの人々を

驚かせるかもしれないが、現状相場はわずかに軟化しているだけで、10年前のような相

場の大幅な下落はない」と見ている。
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またマグマ・カバー杜は「鋼は憎性的な供給不足の状態で、少なくとも9月まで相場が1

ドル台の大台を切る可能性は少ない」と予測した。「米国とカナダを除くと鋼の消相国の

需給は慢性的に供給が不足している」と強調し「相場は大幅に下落する恐れは少なく、北

米の産銅は輸出機会がさらに拡大していく」と期待しています。リセッションの報じられ

る米国の産嗣大手の予想だけに注目すべきというところであります。囲みに米国銅相場は

本年に入り1ドル15セントから1ドル5セントの間を上下しており期近は1ドル10セ

ント前後で比較的安定した相場です。湾岸戦争が始まってからも米国の戦略物資リストか

ら外されている鋼は全ったく反応せず為替の動きのみ反映した相場の動きとなっておりま

すが、湾岸戦争終了後の復興需要及び大量消耗された軍需品の補給特需など需要面の伸び

が期待されますので今までとは違った相場の動きが見られる可能性が強くなってきていま

す。

☆ノミ　レ、ソ　ト　jJ窒去IJ（7）お椀巧　む、

魁のパレットが空いておりましたらお近くの運送会祉健で当社宛で返送下さいますようお

願い致します。パレットの戻りが滞りますと生産にもさし障りが生じますのでご協力賜り

ますようお願い致します。
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発行　3咋　4月　111

多くの若人が学校や会社へ期待と希望に胸ふくらませ新たな気持ちでスタートする日、私

達も仕事の上で新たな気持ちで取組んでいきたいと思います。

ちょうど2年前の今日から消費税が実施されました。最初はとまどいましたし、いまも1

円玉の出し入れのたび抵抗感を覚えますが最近は反対運動も消えており選挙運動が地方選

挙ということもあるのでしょうか2年前消費税反対を声高に唱えていた野党もとりあげて

おらず、すっかり定着したように思えます。慣れとはこわいものです。

本日付の日経新聞トップに「減速景気に粘り」の見出しで設備投資が省力化投資で前年l司

期比7．6％増（土地投資分を除く）と結構期待されること等が報じられています。私共

の実感では本年に入り月を追うごとに荷動きが低調になり北気は確実に下降線を辿ってい

ると思えます。住宅着工数も落ちておりバブル消波の今日、当分回復も期待できないと考

えられますが、はたして今よりさらにわるくなる心配はないのでしょうか。大企業のよう

に多様な資金調達方法をもたない中小企業にとって高金利は大変な負担で手不足を解椚す

るための手を打ちたくても打てないというところが多いと思います。庶気が冷えこみすぎ

ない内に金利引下げをしてもらいたいものです。

☆魁発売　1　0　周年言己念謝恩サ－　ビス　開始

魁を発売して以来瀦10周年を迎えることができました。これもひとえに皆様の絶大なる

ご支援の賜物と深く感謝いたしております。心より厚くお礼申し上げます。

これを記念し感謝の気持ちをユーザー様に表したく、4月1日より本年12月末までチョ

ボ吊り子をサービスさせていただきます。本日受注出荷する商品から魁のケースの中に本

体0．3及び0．3　5厚のケースには0．3のチョボ吊り子を、本体0．4には0．3　5

のチョポ吊り十を必要箇数同封しています。このチヨポ柄り十サービスは朋一文字魁本体

のみを対象としており、緑青製品及びカラーステン魁は対象になっておりませんのでご承

知下さいますようお願いいたします。このサービスは実質8％～11％の値下げに相当す

るものでありますので期限を本年一杯に限らせていただきますが、この機会にご愛用者を

広げて増販につないで下さいますよう皆様のご理解とご協力を謹んでお願い申し上げます

☆　4　月　の魁基準建イ直lま　3　8　5　円　／　kgです

3月の電気銅は38（）円のまま推移し変動はまったくありませんでした。4月の電気銅は

10円上がり3　90円でスタートしました。従って4月の魁基準建値は（380＋3　90

）÷2＝385円となります。価格帯は350円超～400円以下で前月同様変わりませ

ん。
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発行　3年　5月111

畠二二二
若葉のもえる新緑の季節、みなさんのゴールデンウイークはいかがでしたか。潮干狩，111

菜採り，露天風呂，ハイキング，コルフ，テニス，読書或いは家のかたづけ仕事等それぞ

れに充実した休日をお愉しみになられたことでしょう。

振替え休日で10連休になった人もかなりいたようですが大型連休ともなれば、財布のノブ

はどんどんお足がとんで出て大変です。週休2日で充分満足している仕封入IHJは良く休み

すぎて少々身体のけだるさをおぼえる連休明けです。

☆鉛初夏覆釦可板　l‾　タ　フ　・カ　ノヾ－」　来庁夕邑プ竜

銅板の加工性と耐久性、鉛の耐酸性と収量感のある門感、それら1両方の特性を兼ね備えた

鉛被挺銅板「タフ・カバー」を発ッ■丘することになりました。北米では50咋以上も川いら

れている歴史ある米国」二業規格A S TM・13101の建築建材です。

鋼板は非常に耐久性のある素材と一般的に認識されていますが、酸性に対してはステンレ

スと同様に、腐食する場合があります。特に近年の酸性雨の影響は深刻な問題となってお

ります。タフ・カバーは亜硫酸ガス・硫化水素ガスのガス試験においても殆んど腐食がな

いことが確認されています。硫黄酸化物の多い温泉地や、工場地帯等はもちろんのこと日

本全域において最適な材料だと言えます。日本では1990年当社が米国より輸入し、兵

庫県芦屋市立美術鮨（設計：坂倉建築研究所　施工：竹中工務店・永瀬建設共同企業体）

の屋根、約270niに初めて使用されました。当社では「タフ・カバー」を未来志向の高

級建築材料と位匿づけP Rに注力いたします。みなさまのご協力を賜りますようよろしく

お願い申し上げます。詳細につきましては当社営業開発部、小林忠史・和田浩一郎又は当

社担当者にお問い合わせ下さい。

☆　5　月　の魁去⊆準吏睦イilまiヨこ　3　8　8　円　／　kgです

4月の電気銅価格は1－9日390円，10～18日380円，19～30日390円と

推移し、平均銅価は386円66銭でした。5月の電気銅建値は390円でスタートしま

した。従って5月の魁基準建値は（386．66＋390）÷2＝388円33銭、l－リ来

満切捨て388円となります。今月も魁価格帯は350円超400円以下の欄で変わりま

せん。
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発行　3年　6月　こ1fI

【

竺三二二三」
平年より約仁週間早く、1日に九州が2日に閲東までの全域が一斉に栴雨入りになりよし

たU之から日に日にあじさいが色濃く大きくなっていきます。

梅雨のけふ　田植ゑて　みどり深くする　r森澄雄）

四季のうつろいに恵まれた日本の自然は私連の生活に季節毎にさまざまな恵みをプレゼン

トしてくれますけ梅雨の雨は樹や草やすべての樅物の命の水でその成長に及ぼす力は凡川

なる私達の眼にもはっきりと見えてきますq又この雨はやがて来る猛暑をしのぐためにも

大切なものですから嫌がらずに両手をあげて歓迎しなければなりません。しかし梅雨は別

名微雨ともいわれますはどこの季節は－r古い湿度のために「かび1がでさやすくなります．

服にみえるかびはとり除けますが、私などは季節のせいでなく咋のせいで戸山こかびが′巨え

てきているのを痛感しておりますが、之は簡埠にとれるものではないからかないません。

頭にかびが／巨えてるとは、思考が柔軟性にかけるとか、固定観念にとらわれているという

ことをさすものだと射、ます。昨今のように変化の激しい時代には瓜も具合のわるいこと

です。需要の頭うちに正面した業押、人手不足が蔚らした人件費の高騰、休日の相川‖力Ⅷ王

朝をかけ私達の掻営環境を厳しくしております。後継者難で廃業されるところも増えてお

ります小砂進分歩の激動の時代、そして「かね」の値打ちがあるようなないようなわけの

わからぬ時代、即戒の考え方だけで理解できないことが一杯ある時代です。少しでも安く

問って少しでも高く低売りすることに労力を使っているだけでは、なりたっていかないの

ではないでしょうか。先日ある講演会で「之からの緑営に求められるもの」というテ一一マ

で話をされた講師は、改善・進歩・向上・発明（昆）それらを総称すれば創意工夫とか創

造といえますがその創造が大切である。それには勉強が必要だけど今までのやり方を全部

否定して考えてみる、そして試してみることも創造を生み出す打出の小槌ですよ。皆さん

の会社で社員の一人一人がそんな考え方で仕事を見直して行けばその中からすぼらしい創

胞が生まれてくると力説されていました。私もそれを聞いてそりゃそうだとその矢＝こなっ

ていますが、さてそれを全社的に盛りあげていくにはどうすべきかと徴の生えた頭で〃エ零

投首というありさまです。どなたか私共に教えて下さいませんか。

☆6　月　の魁⊇基準吏巨イ踵は3　6　0　円　／kgです

5月の電気銅建値は1～14日390円・15～18日370円，20～31日360日

（但し1～6日は休日として計許対象外）で推移し平均銅価は371円05銭でした。6

月の礪気銅建値は350円で始まりましたので6月の魁基準建値は（371．05＋こう5

0）－㌻2＝360円53銭となり円末柵切捨て360円丁度になります。魁価格帯は前バ

同様350「り逓～400円以下の価格伴で変わりありません。
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発行　3年　7月　1日

つゆの晴れ間はむし暑く、まだ暑さになれていない身体には随分こたえます。しかし、こ

の季節は畠の野菜類は目を見張るほど成長し色鮮やかにつやつやした光沢で実りをつけて

います。昆虫類の活躍も活発で蛸から羽化したいろんな蛾が蜘蛛の網にかかっているのを

見ます。

カマキリ・セミ・カブトムシ・バッタ　e．t．C．彼等もこれからどんどん登場してきます。

昔はそのひとつに蛍がいました。残念ながら環境破壊が進み今日では滅多に見られなくな

っています。覚の幼虫はカワニナ（きれいな水の川に棲む小さな見）を食べて成長するの

ですが水質汚濁でカワニナも減ってしまったのでしょう。最近はホタルが自然発生する自

然環境の保全や再生に力をを入れているところもあるようですが、どこでも夏が来ると見

ることの山きた蛍の光も今では限られたところでしか見ることが山きなくなり寂しく思い

ます。

「蛍の光」という卒業式などによく唄われる歌がありますが、この唱歌は明治14年の小

学唱歌集に「蛍」の題名で収められたのが最初で、のちに「蛍の光」と改題されたようで

すが原曲はスコットランド民謡で作詞者ははっきりしていませんが「蛍の光窓の雪‥・・」

の歌詞と共にそのメロディーは知らぬ人のいないところでしょう。

「蛍の光窓の雪」は「蛍雪の功を積む」という言葉に基づいたもので中国の故事から出て

います。晋の草胤が貧しくて油が買えず夏は蛍を集めて袋に入れその光で書物を読んだと

いう話と、同じく貧書生の孫康が雪明かりで勉学したという話から勉学にいそしむたとえ

になっています。来春大学受験を目ぎす浪人や高校生にとっては今がまさしく蛍雪の時で

特に暑さと戦うこの季節の過し方が大切で天下わけめの時といっても大けさではないでし

ょう。蛍の話から脱線しましたが私達も気合いを入れて暑さを吹きとばし仕事に精を出し

ましょう。皆様のご健闘を祈ります。

☆　7　月　の鬼速基準建イ直lま　3　5　8　円　／　kgです

6月の電気銅建値は1－11日3　50円，12～30日360円で推移し平均銅価は35

6円50銭でした。7月の電気銅建値は360円でスタートしました。従って7月の魁基

準建値は（356円50銭＋360円）÷2＝358円25銭となり円未満切捨て358

円となのます。魁基準価格帯は350円以上400円未満の欄で昨年の11月以降引き続

き変わりません。
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発行　3年　8月　1日

魁ニ　エ　ス

顔をあわせば「暑いですナア」がついHに出る猛暑が続きましたが、今咋の夏は早く終わ

りそうな気配を感じる今日この頃です。7月下旬亦トンボがとんでるのを見た人もおられ

ます。赤トンボは初秋の風物だと思うのですが、彼等は早や自然の変化を敏感に感じとっ

ているのかも知れません。

1億総グルメ時代といわれテレビ番組にもうまいもの食べ歩きの如き番組が増えています

。ルンペンにも糖尿病患者がおるというまさに飽食の時代ですが、先日マグロ禁漁運動が

アメリカで行なわれていると聞きました。ご高承の通り鯨はすでに捕樫禁止の国際協定が

実施されておりますが、鯨のように一頭しか出産しない動物と違ってマグロは多産であり

純減寸前とは聞いていませんから、なぜ今マグロを禁漁にせよという運動が起きてきたの

か理解できません。多分に日本バッシングのやらせではないかと想像するのですが中部料

理の敲破局料であるフカヒレ（意外や、It本はフカヒレの最大手輪Uj回なのです）だけを

とって残りは海上投棄をするような日本の漁業の操業ぶりがテレビで放映されひんしゆく

を買っているのを皆さんご存知ですか。やってる当事者は価値のないものを処分するのは

当然と考えてしていることなのでしょうが、広い世界にはフカを珍重している民族もあり

、又棄てるのなら最初から態ちなきゃいいのにと思うのが当り前の常識でしょう。自然現

場の保榛が国際的な世論になってきている今日、資源を輸入し加工して製品を輸出する日

本がその資源の恵みをもたらす自然の秩序を破壊しないよう考え行動していくことが大変

重要な課題になってきているように思います。

戦争に敗れ荒廃した国土が45年余、信じられぬほどの今日の姿になったのはヒトという

資源に恵まれたことなど色んな要因が考えられますがやはり運が良かったからと謙虚に感

謝しなければならない。それが実力によるものと勘違いして金儲け主義に走りすぎている

のではないでしょうか。バブルが発生しそれが崩壊しているのも金偏いナ第一主義が済らし

た現象といえるでしょう。銀行や証券会社が暴力団と巨額の取引をすることも金儲け主義

に走っているから起こってくることです。はるか南の国より森林資源を残してくれと陳情

団が来る日本、今のままではアメリカから叩かれるだけでなく世界の国々から伽蔑される

国になりはせぬかと案じられます。勤勉は美徳、その結果富者になってもおごることなく

素封家の如く自らは倹約を忘れず、ここという時には貧困の人や恵まれぬ人にその財を施

すそのような国にならぬば、私達の子孫の代までこの繁栄が続くとはとても思えないので

す。

☆　8　月　の魁基準延巨イ直lま　3　5　2　円　／　kgです

7月の電気銅建値は1～15日360円，16～31日350円で平均銅価は354円7

8銭でした。8月の電気銅建値は350円でスタートしました。従って8月の魁基準建値

は（354．78＋350）÷2＝352円39銭となり円未満切捨て352円となりま

す。魁価格神は350円通～400円以下となりl持月同様変わらずです。
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発行　3年　9月　2日

魁ニ　ュース

8月後半に入って平年並の暑さに戻りましたが日毎虫のすだく音を大きく軟く聴くように

なり秋の夜の近きを感ずる今日この頃です。

平成景気の終焉を物語るが如く不動産会社の大型倒産，尾上縫個人への莫大な融資，証券

会社のダーティーな取引など次から次とバブルがはじけています。　はじけがおさまるま

で融資規制もゆるまないだろうし金利も低金利といえる水準になりそうもなく、住宅建設

も設備投資も低水準が続くことでしょう。虫の音の一入寂しく感ずる秋になるのでしょう

か。

☆鉛被著害夏金岡1坂　l‾　タ　フ　ー　カ　ノヾ　－」　を

こご存矢口で　し　ょ　う　カヽ　○

アメリカで50年の実績がある商品で、当社が日本での輸入総発売となりました「タフ・

カバー」は銅板の両面を鉛でコーティングした鉛被環銅板の商品名です。従来の銅板では

耐蝕性に不安を感じるような用途にお勧めできます。海岸沿い．温泉地，大気の患い工場

地帯などに鉛の優れた耐酸性が威力を発揮いたします。内樋，谷樋にもぴったりの素材で

す。価格は緑青鋼板とほぼよく似た価格です。

在庫サイズは　　コイル　0．4　×　45　7　×　2　5m又は大コイル

〝　　　0．4　×　610　×　20m又は大コイル

板　　　0．5　×　914　×　243　8

詳しくは当社営業開発部、小林．和田までお問い合わせ下さいますようお餅致します。

☆　9　月　の魁基準建イ直lヨこ　3　5　5　円　／　kgです

8月の電気銅建値は3　50円で終始しました。9月の電気銅建値は10円上がり3　60円

でスタートしました。従って9月の魁基準建値は（3　50＋3　60）÷2＝3　55となり

ます。価格帯は前月同様変わりません。
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発行　3年10月　1日

魁ニ　ュー・・ス

19号台風は九州を北上し日本海沿いにほぼ日本全土を従断するコースを辿りましたが雨

より暴風が各地に多大な被害を及ぼしたようです。被害をうけられたところでは、まだ復

旧に手をとられて難儀しておられるところもあろうかと存じますが心よりお見舞い申し上

げます。電力や通信施設に影響をうけた所が特に多いようですが、停電になってみて始め

て電気のない生活がもはや考えられなくなっていることに改めて気付くものです。戦後し

ばらく停電は日常茶飯事でどこの家庭もそれなりの備えをしていました。電化製品もラジ

オ．アイロン程度で、停電してもそれほど因ることもありませんでしたが、今日では炊飯

器から冷蔵挿，テレビありとあらゆるものが電気製品で埋まるほどですから困惑の程度が

追います。過†．了や†17柑l期迎にも混乱がりl三じているようですが、高度化された社会ほど自然

の脅威に弱いとも云えましよう。

いざなぎ景気の57ケ月に8月で並びそれを越すというのが経企庁の発表ですがどうもビ

ンと来ません。6月頃からはっきり下降線に入っていると実感しているのでお役人の点数

かせぎ的なこじつけのように思えてなりません。どうも経企庁は無理矢理戦後最大の大型

景気にしたいようです。大型であり而もバブルな部分があまりにも大きかったため、その

反動は大きくこのバブルの整理にはまだまだ引締めを続けていかねはなりませんし、そう

すると不況が長びく。かといって嬢めればバブルな部分が息を吹き返してしまうかも知れ

ない。そのへんのカジ取りが極めてむつかしい所に来ていると言えます。

☆　1　0　月　の魁基準建値もま　3　6　0　円　／　kgです

9月の電気銅建値は360円で開始しました。10月の電気銅建値は変らずで360円で

始まりましたので10月の魁基準建値は（360＋360）÷2＝360円となりました

。価格帯は不変350円を超え400円以下の欄です。

☆空lき　ノミ　レ　づノ　ト　ご退去ロの　お原巧むヽ

魁車用のパレットが不足しております。毎年補充しておりますが回収が滞りますと生産に

も障害がでて大変困っております。空いたパレットは最寄りの運送便で着払いで即刻ご返

送下さいますようお願い申し上げます。文中宜しか入っていないパレットはご面倒でしょ

うが空けていただいてご返送下さいますようお願い申し上げます。
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発行　3年11月　1日

今年の19号台風は大型の風台風で日本列島を従断し広い鴨園に大きな被軍をもたらしま

した。その復旧のため色んな職種が超繁忙を纏めていると聞き及んでいます。鉄鋼二次製

品や化成品を扱っておられるみなさんの会社もさぞや悲鳴をあげるほど連日忙しくアツと

いうまの10月であったと拝察いたします。10月2　6日付の日経新聞「お茶の間の天気

図」で気象庁の先生が発表している記膏lによると、「大型台風が幼い勢力を保ちながら日

本列島に襲来する頻度が高い期lU】に三十数年の周期がある。ここ二十数年の静穏な時期は

終わり、危険仕が増大してきている」と猛烈台風襲来期間の再来の危険性を指摘していま

す。昭和29年の洞爺丸台風，33年の狩野川台風，34年の伊勢汚台風，36年の第二

室戸台風とこの7年間は大きな被等をもたらした最悪の台風襲来期間でありました。九州

西海上を北上し日水泡に抜け九州から北海道まで暴風雨に巻き込んだ昭和62咋の台風1

2り・を序輩として昨年の19や、今咋の19号と大地台凪の辿米が相次いでおり、之から

も大いに警戒しなければならないのではと捉起しております。実際にその被害に遭うのは

誰しも嫌なことですが相手が台風という自然現象ですから全ったく予断できません。備え

あれば憂いなし、今一度火災保険の見直しをされたらいかがですか。風による建物及び建

造附属物の捌傷は火災保険で補償を受けることができます。床上45cm以上の浸水は捻合

保険で都田されます。被等はないのにこしたことはありませんが、万が一ということがあ

りますし、又魔除けにもなることですから適正な保険がかかっているかどうか今一度見直

されることをお勧めいたします。

大紅葉　もえあがらんと　しつつあり　（高浜虚子）

朝夕は少々冷え込むころとなりました。山野が美しく色づく季節です。寂しさをおぼえる

季節でもあります。本年もあと僅かとなってきました。風邪などひかれませぬようご自愛

下さい。

☆　1　1　月　の魁基卑生吏蛭イi庄lま　3　5　6　円　／　です

10月の電気銅建値は1～7日360円，8－31日3　50円で平均銅価は352円27

銭でした。11月の電気銅建値は360円でスタートしました。従って11月の魁基準建

値は（352．27＋360）＝356円13銭、円未満切捨て356円となりました。

価格帯は前月同様3　50円超400円以下の欄です。

☆空　き　ノヾ　レ　ッ　ト　ご退去口の　お願　しヽ

魁尊用のパレットが不足しております。毎年補充しておりますが回収が滞りますと生産に

も障害がでて大変困っております。空いたパレットは最寄りの運送便で着払いで即刻ご返

送下さいますようお願いllIL上げます。又小量しか入っていないパレットはご面倒でしょ

うが空けていただいてご返送下さいますようご協力をお願い申し上げます。
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発行　3年12月　2日

1991年は内外ともに激動の年でありました。

海外ではまず筆頭にあげられることは、一塩の頭領であったソビエト連邦の凋落であり混

迷であります。経済社会で言えば超大型倒産でありその影響の及ぶところ棲めて大であり

ます。OECD諸国も再建への支援に積極的に取り組む意向を表明していますが肝腎のソ

迎弗は再建への新体制が未だはっきりせず融資を見合わせざるを得ない状態で再建が軌道

にのるのはまだ遠い先のことのようであります。

米ソ二大国覇権体制により保たれてきていた世界秩序はその一つが崩壊したことにより今

後様々な問題にどのような影響が及ぶのでしようか。民族や宗教上の紛争が多発し収拾で

きない時代に入っていくのではないか心配されます。国内ではまず第一に大型景気の終焉

でありバブル経済の後遺症の数々であります。後手しか踏めない行政に適切な対処が期待

できない以上、山高ければ谷探しの自然の摂理が想像されます．何も出来なかった海部内

閣が退陣し宮沢内閣がスタートしましたがどんなカジとりをして行かれるのやら私達はた

だジッと見守るだけであります。
一年の終りを迎えるに当たりこの一年賜わりましたご愛顧に深く感謝申し上げます．どう

ぞ良いお年をお迎え下さいますようお祈り申し上げます。

☆1　2　月　の魁基準建値lま　3　5　5　円　／　kgです

11月の電気銅建値は1ケ月間通して360円でありました。12月の電気銅建値も35

0円で始まりました。従って12月の魁基準建値は（360＋350）÷2＝355円と

なります。価格帯は350円超え400円以下の欄で変りません。

因みに1991年は1年間を通してこの価格帯で変らなかったことになります。

海外銅相場が低水準で安定していたこと及び為替相場の振幅が小さかったことが原因とし

て考えられます。

☆魁全望提占も価格改訂l二　つ　しヽ　て

発売10周年を記念してチョポ吊子サービスを行なって参りましたが期限後も引続き実施

するようご要望があり、92年1月以降も吊子をつけるようになりました。又、近年の物

流コスト梱包費の上界などもあり、苑売以来据え置いてまいりました価格の改訂をやむな

く1月21日よりお願いすることといたしました。何卒事情ご覧寮の上ご理解賜わります

よすお願い申し上げます。新価格表は12月中旬皆様のお手許にお届け申し上げる予定で

ございます。主な改訂内容を下記に列記いたしますが不明瞭な点につきましては当社担当

者に御尋ね下さいますようお願い申し上げます。

1．　鋼一文字魁　　　　　　　　　350超～400円以下の価格帯では最小6％，長大

12％．平均8％のu pとなります。
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2．　ステン一文字魁

3．　線彩　魁

4．　硫化　魁

5．　センターのピッチが

6．　S型廃止

7．　線彩　魁

8．　ステンレス一文字魁

1月21日より吊子がつきます。

平均13．8％のu pになります。

350円超～400円以下の価格帯では最小7％，最

大14％，平均9％，のu pとなります。

1月21日より吊子がつきます。

350円超～400円以下の価格帯では最小6％．最

大11％，平均6．8％．のu pとなります。

1月21日より吊子がつきます。

従来は1コマだけ15山短くなっていましたが、1月

21日出荷分より本体石山・左山同様にピッチを統一

いたします。

ご用命の少ない商品でありますので廃止させていただ

きます。

152型・182A型・303B型及び化粧唐草25

・30・折り下げ化粧唐草は上記と同じ理由で廃番に

なります。

152型は廃番になります。

工事店向け価格改訂お願いのチラシを同封しております。　12月請求書発送に同封する

等、価格改訂のことを工事店棒に早目にお知らせ下さるよう併せてお願い申し上げます。

☆第　3　回套巨築仕」二lプフ　ォ　－　ラ　ム

（幕張　メ、ソ　セ）
12月12日（木）～15日（日）開催

入場券を同封お送り申し上げましたが、当社は小間C－16でタフカバー（鉛被覆鋼粂）

を中心に出品しております。次代の建築を洞察する上では見応えのある展示会であります

ので、是非、ご高覧下さいますようご案内申し上げます。
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☆ノミ　L／　ツ　ト　実態調査　ご協力の　お願も→

商品がお客様へ完全な荷姿でお届けできるように大量晶の発送に専用パレットを使用して

おりますことは、ご高承のことと存じます。

又、その返却については皆様にお手数をわずらわしご協力をいただいており心より感謝い

たしております。

このたび、魁パレットの実態調査をおこなうにつき、お忙しいところ恐縮ですがお調べの

上、返信用ハカキにご記入ご回答下さいますようお願い申し上げます。


